
　サントピア水口勤労青少年ホームを拠点に活動す
るロックバンド鼠鳴燃（しょうねん）。リーダーで
ベースギター担当の福田悠也さんは、現在音楽のプロ
を育てる専門学校に通う22才。４日に行われる「サ
ントピアミュージックフェスタ」が彼にとって学生生
活最後のライブとなります。リハーサルに余念のな
い福田さんを訪ねました。
―３月４日のライブまであと少しですが
　学生生活最後のライブなので思い切り演奏したい
です。
―バンドを始めたきっかけは
　中学３年生のとき、かつてここを拠点に活躍されて
いた「アストログラフ」の前身バンドに憧れて、部活仲
間とバンドを組みました。
―バンドをやっていて楽しいと思うことは
　やっぱり作詞作曲は楽しいです。
　伝えたいことや言葉にできない感情を全部、歌詞や
曲として表すことができるのですから。またライブ
をすれば、演奏を通して何かを感じてくれたり、直感
的に好きだと思ってくれる方がいます。一緒に出演
するバンドもいますし、そういった人との出会いや交
流が何よりの楽しみですね。
―就職後のバンドを含めた音楽活動の予定は
　就職後もバンドのメンバーは市内に残っています
ので、時間を見つけて続けていきたいです。
　個人としては、音楽関係の会社に就職しますので仕
事として大好きな音楽に関わり続けていけることに
喜びを感じています。いつかは音楽プロデューサー

にという夢もあり
ます。音楽は私に
とって天職です。

音楽を天職として

（土山町野上野）
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甲
南
か
え
で
会
館
で
親
子
食
育
講
座
が
２
月
13
日
開
催
さ
れ
、幼
児
の
親
子

12
組
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
は
、毎
日
の
食
を
テ
ー
マ
に
、親
子
で
い
っ
し
ょ
に
食
べ
る
楽
し
さ

と
大
切
さ
に
ふ
れ
る
目
的
で
年
３
回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
参
加
者
は
自
家
製
の
み
そ
作
り
に
挑
戦
、あ
ら
か
じ
め
煮
て
お
い
た
豆

を
つ
ぶ
す「
大
豆
つ
ぶ
し
」か
ら
、豆
と
こ
う
じ
を
混
ぜ
合
わ
せ
、ゆ
で
汁
を
加
え

た
も
の
を
丸
め
る「
み
そ
玉
」づ
く
り
ま
で
、本
格
的
な
工
程
を
親
子
で
協
力
し

な
が
ら
行
い
ま
し
た
。

　
作
っ
た
み
そ
玉
は
容
器
に
詰
め
持
ち
帰
り
、６
ヶ
月

熟
成
さ
せ
る
と
自
家
製
み
そ
が
完
成
し
ま
す
。

　
参
加
し
た
田
中
華
子
さ
ん
は「
子
ど
も
と
作
っ
た
味

噌
で
味
噌
汁
を
作
っ
て
一
緒
に
食
べ
た
い
で
す
」と
出

来
上
が
り
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
伴
谷
小
学
校
６
年
生
を
対
象
に
し
た
交
通
安
全

教
室
が
２
月
１
日
、同
校
の
運
動
場
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　
中
学
校
へ
は
全
員
自
転
車
通
学
に
な
る
た
め
、自

転
車
の
安
全
な
乗
り
方
や
、点
検
方
法
に
つ
い
て
学

ぶ
目
的
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
、甲
賀
警
察
署
員
や
自
転
車
組
合
の

方
か
ら
、自
転
車
を
運
転
す
る
上
で
の
注
意
点
や
、

点
検
の
方
法
な
ど
を
真
剣
な
表
情
で
聞
い
て
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、ス
タ
ン
ト
に
よ
る
自
転
車
と
自
動
車
と
の

衝
突
事
故
の
再
現
を
間
近
で
体
験
し
、児
童
ら
は

「
事
故
の
怖
さ
が
よ
く
わ
か
っ
た
」「
自
転
車
に
乗
る

時
は
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
、周
り
に
注
意
し

な
が
ら
運
転
し
た
い
で
す
」と
感
想
を
語
っ
て
い
ま

し
た
。

　

昨
年
、甲
賀

管
内
で
中
学
生

に
よ
る
自
転
車

の
事
故
は
60
件

発
生
し
て
い
ま

す
。
自
転
車
に

乗
る
時
は
交
通

ル
ー
ル
を
守
り

安
全
運
転
を
心

掛
け
て
く
だ
さ

い
。

親
子
で
一
緒
に
楽
し
く
み
そ
作
り

安
全
な
自
転
車
の

　
　
　
　
乗
り
方
を
学
ぶ

◀みそ玉をつくる親子

　市では、さまざまな人権課題について学習する機会を
市民の皆さんに提供するため、「人権教育連続セミナー」
を市内各地で開催しています。
　土山開発センターで２月10日、14回目が開催され、
65名が参加、講師におはなしキャラバン隊「言夢（こと
む）」を迎え、絵本「さっちゃんのまほうのて」をはじめ
「いのち」を題材にした朗読劇３本が上演されました。
　参加者は、劇を
観賞しながら、い
のちの大切さ、尊
さについて学習
しました。

　信楽子育て支援セ
ンターで２月８日、
「じいじ＆ばあばと
遊ぼうひろば」が開
催され、近くに住む
未就園児と祖父母８
組17名が参加し、小
物入れづくりや、歌
を唄ったりして楽し
いひと時を過ごしま
した。
　同支援センターが
月一回祖父母と未就
園児同士の交流の場として行っており、孫と参加した
奥田静子さんは「同じように孫の世話をされている方
と交流できることが楽しいです」と月１回の広場を楽
しみにされています。
　市内の子育て支援センターでは、この他にも未就
園児家庭の子育てをサポートする事業を行っていま
す。詳しい内容は広報あいこうか15日号をご覧くだ
さい。

心の扉、開けてみませんか
あと少し

おばあちゃんといっしょ
　　　　　　　　楽しいな

ス
ポ
ー
ツ
で
広
が
る
友
情
の
輪

伴谷小学校交通安全教室親子食育講座

甲賀市人権教育連続セミナー

▲フラフープリレーを楽しむ団員ら

▲小物入れを作る参加者

▲�警察署員から、交差点での正しい横断指導を
　受ける児童

◀�練習にも熱がこもる
　メンバー

甲賀市スポーツ少年団
交流大会

　
甲
賀
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
大
会
が
１
月
28
日
、信
楽

体
育
館
で
行
わ
れ
、市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
37
団
体
か
ら

６
年
生
の
団
員
2
0
0
名
が
集
ま
り
、親
睦
を
深
め
ま
し

た
。

　
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
相
互
交
流
と
親
睦
を
目
的
に

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
の
大
会
に
、団
員
は
、20
の
班
に

分
か
れ
、ジ
ャ
ン
ケ
ン
進
化
ゲ
ー
ム
や
フ
ラ
フ
ー
プ
を
使
っ

た
リ
レ
ー
な
ど
を
し
て
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

　
お
昼
に
は
、役
員
、保
護
者
ら
が
用
意
し
た「
忍
者
な
べ
」

に
舌
鼓
を
打
ち
、試
合
で
は
ラ
イ
バ
ル
同
士
の
団
員
ら
も
こ

の
日
は
終
始
仲
良
く
友
情
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
し
た
。
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